
資料　当事者である子どもへの調査結果

実施期間 対象者数 回答者数 回答率

R1.12 55 52 95%

R1.12 10 10 100%

R1.12 3 3 100%

R1.12 25 3 12%

②養育里親へ委託中の小学5年

生以上の児童

児童相談所職員による聞き取

り

③児童相談所の一時保護所で

生活中の小学5年生以上の児童

児童相談所職員による聞き取

り

④児童養護施設を退所し自立

した方（H28年度～R1.11に退

所し施設が住所を把握している

方）

アンケート調査

　計画策定にあたり、施策に当事者である子どもの意見を適切に反映するため、児童養護施設及び里親

宅で生活中の児童、退所者及び児童相談所で一時保護中の児童への聞き取り・アンケート調査を実施し

ました。

　聞き取り・アンケート調査で寄せられた意見については、可能な限り、今後の具体的な施策に活用し

ていきます。

１　聞き取り・アンケートの対象者、実施方法及び回収率
対象者 実施方法

①児童養護施設で生活中の小

学5年生以上の児童

児童相談所職員による聞き取

り
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①児童養護施設で生活中の小学5年生以上の児童

Ⅰ　子ども自身について

男 26

女 29

合計 55

10歳 1

11歳 5

12歳 7

13歳 4

14歳 11

15歳 9

16歳 4

17歳 7

18歳 7

19歳以上 0

計 55

Ⅱ　施設での生活について

園の行事 22 42.3%

特になし 15 28.8%

２　集計結果

性別

年齢

①今の施設に来て良かったこと・楽しかったこと（自由回答、複数回答あり）

回答内容 回答数 回答者52名中の割合

わからない 2 3.8%

衣食住の安定 2 3.8%

余暇活動・趣味（友達と遊ぶ、漫画、スポーツ等） 8 15.4%

友達との関係（多勢で遊べる・励まし・相談できる

等）

7 13.5%

高校に行かせてもらった 1 1.9%

知らない相手でもコミュニケ―ションがとれる 1 1.9%

にぎやか 1 1.9%

部活用具等を買ってもらった 1 1.9%

協力する大切さを学んだ 1 1.9%

ユニット化により、生活する棟がわかれた 1 1.9%

以前より自由になった 1 1.9%

今の施設に何歳からいるか

3歳未満 13

3～６歳 10

7～９歳 12

10～12歳 9

13～15歳 8

16歳以上 0

無回答 3

合計 55
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②今の施設に来て嫌なこと・困っていること（自由回答、複数回答あり）

回答内容 回答数 回答者52名中の割合

職員の対応（注意される等） 11 21.2%

物がなくなる 8 15.4%

特になし 17 32.7%

ルールがある（門限、スマホをもてない等） 12 23.1%

我慢している 3 5.8%

騒がしい 2 3.8%

食事（おいしくない、苦手な食べ物が出る、冷めて

いる等）
5 9.6%

他児との関係（嫌がらせ、暴力等） 6 11.5%

忘れた 1 1.9%

わからない 1 1.9%

施設の設備（廊下が寒い、部屋が狭い） 2 3.8%

親と離れた、親に会えない 2 3.8%

回答数

35

16

1

0

0

52計 100.0%

3人部屋 1.9%

4人部屋 0.0%

その他 0.0%

③何人部屋で生活しているか

回答内容 回答者52名中の割合

1人部屋 67.3%

2人部屋 30.8%

67.3%

30.8%

1.9%

何人部屋で生活しているか

1人部屋 2人部屋 3人部屋

80.8%

9.6%

1.9%
7.7%

何人部屋で生活するのがいいと思うか

1人部屋 2人部屋 4人部屋 その他

回答数

42

5

0

1

4

52

4人部屋 1.9%

その他（多ければ多いほどよい、

２～４人、何人でもいい、特にな

い）

7.7%

計 100.0%

④－１何人部屋で生活するのがいいと思うか

回答内容 回答者52名中の割合

1人部屋 80.8%

2人部屋 9.6%

3人部屋 0.0%
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4人部屋 たくさんの方がおしゃべりできて楽しい

その他

回答数

15

15

10

4

5

3

3

2

2

2

1

1

1

④－2どうしてそう思うか（自由回答・複数回答あり）

1人部屋

同室児に気を遣わなくてよい12

自分の空間をとりたい・広い９

落ち着く９

静か６

自由・楽５

自分の時間がとりたい４

なんとなく１

皆でわいわいしたい（←多ければ多いほどよい）、皆

で遊べる、夜更かしできる（←２～4人）、

２人部屋でも大丈夫だから（←多くても少なくてもよ

い）

⑤施設での生活をもっとよくするために、もっとこうだったらいいと

思うこと（自由回答・複数回答あり）

回答内容 回答者52名中の割合

ルールを変えてほしい（スマホをもつ年齢、門限、遊ぶ時間

等）
28.8%

眠りやすい４

同室児との関係（仲が悪い、うるさい）３

物を触られない３

ケンカが起きない３

部屋を汚くされない２

プライバシーが守れる１

施設設備（新しく、1人用ベッドに、Wi-Fiをつける等） 9.6%

職員との関係改善（ケンカなく、もっと話せるようになりた

い）
5.8%

わからない 5.8%

特になし 28.8%

職員の対応を変えてほしい、職員との関係を改善したい

（もっと話せるようになりたい等）
19.2%

食事（各ホームで食べたい、自分たちで考えたメニューを出

してほしい等）
7.7%

施設での活動（料理等、月1回は行事を、外出を増やす） 1.9%

同学年児と生活したい 1.9%

全部変わってほしい 1.9%

職員の数（休日昼間の人数を増やす、多いので減らす） 3.8%

被服費を増やしてほしい（部活の靴の消耗が早い） 3.8%

家族との交流をもちたい（きょうだいと交流、平日も親と会

いたい）
3.8%

回答数

42

5

0

1

4

52

4人部屋 1.9%

その他（多ければ多いほどよい、

２～４人、何人でもいい、特にな

い）

7.7%

計 100.0%

④－１何人部屋で生活するのがいいと思うか

回答内容 回答者52名中の割合

1人部屋 80.8%

2人部屋 9.6%

3人部屋 0.0%
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②養育里親へ委託中の小学5年生以上の児童
Ⅰ　子ども自身について

男 5

女 5

計 10

10歳 0

11歳 1

12歳 1

13歳 0

14歳 3

15歳 1

16歳 2

17歳 0

18歳 2

19歳以上 0

計 10

Ⅱ　里親宅での生活について

余暇活動（友達と遊ぶ、録画ができる等） 4 40.0%

学校（近くて通いやすい、楽しい） 3 30.0%

性別

年齢

①里親宅での生活で良かったこと・楽しかったこと（自由回答、複数回答あり）

回答内容 回答数 回答者10名中の割合

里親の人柄（話しかけてくれる、気遣い） 2 20.0%

衣食住が安定した 2 20.0%

旅行 2 20.0%

欲しいものを買ってもらった 2 20.0%

②里親宅での生活で嫌なこと・困っていること（自由回答）

回答内容 回答数 回答者10名中の割合

特になし 3 30.0%

好きな勉強できる（家庭教師、塾） 1 10.0%

自分の部屋がある 1 10.0%

本音が言えない 1 10.0%

家にネズミが出た 1 10.0%

食事（大皿から取り分けることに戸惑った、たくさ

ん食べるよう言われる）
2 20.0%

里親の年齢が高い(友達の親との差、自分の年齢との

差）
2 20.0%

休日が退屈 1 10.0%

里親宅に何歳からいるか

3歳未満 0

3～６歳 1

7～９歳 3

10～12歳 2

13～15歳 2

16歳以上 2

合計 10
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特になし 6 60.0%

部屋（もう少し狭くてもいい、一人部屋がいい） 7 70.0%

③里親宅での生活をよくするために、もっとこうだったらいいと思うこと（自由回答）

回答内容 回答数 回答者10名中の割合

言葉で伝えられないことを交換ノートで伝えたい 8 80.0%

里親と過ごす時間がもっとほしい 9 90.0%
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③児童相談所の一時保護所で生活中の小学5年生以上の児童

Ⅰ　子ども自身について

男 1

女 2

計 3

Ⅱ　一時保護所での生活について

回答数

2

1

0

0

3

性別

①一時保護所の生活で良かったこと・楽しかったこと（自由回答、複数回答あり）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

食事（毎日食べれる、おいしい） 2 66.7%

規則正しい生活ができる 1 33.3%

エアコンがある 1 33.3%

余暇活動（卓球、漫画等） 2 66.7%

勉強を教えてもらえた 1 33.3%

スマホがもてない 1 33.3%

退屈 1 33.3%

②一時保護所の生活で嫌なこと・困っていること（自由回答、複数回答あり）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

特になし 2 66.7%

1人部屋 66.7%

2人部屋 33.3%

3人部屋 0.0%

枕が合わない 1 33.3%

③何人部屋で生活しているか

回答内容 回答者3名中の割合

4人部屋 0.0%

計 100.0%

11歳 1

12歳 0

13歳 1

14歳 0

15歳 0

16歳 1

計 3

年齢
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回答数

3

0

0

0

3

1人部屋 100.0%

2人部屋 0.0%

3人部屋 0.0%

④－１　何人部屋で生活するのがいいと思うか

回答内容 回答者3名中の割合

4人部屋 0.0%

計 100.0%

④－2どうしてそう思うか（自由回答・複数回答あり）

1人部屋

眠りやすい３

快適１

広く使える１

トイレの数を増やしてほしい 1 33.3%

もっと遊べるものがあるといい 1 33.3%

⑤一時保護所での生活をよくするために、もっとこうだったらいいと思うこと（自由回答・複数

回答あり）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

特になし 2 66.7%
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④児童養護施設を退所し自立した方

Ⅰ　回答者自身について

男 1

女 2

合計 3

20歳未満 2

20歳以上 1

計 3

Ⅱ　施設に入所していたときの生活について

回答数

3

0

3

回答数

3

0

3

話を聞いてくれる 1 33.3%

自立訓練をすることで一人暮らしの練習ができた 1 33.3%

性別

年齢

①施設での生活で良かったこと・楽しかったこと（自由記述）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

職員の子どもへの対応に差があった 1 33.3%

無回答 1 33.3%

②施設に入所中に困ったこと・嫌だったこと（自由記述）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

自由がない 1 33.3%

無回答 2 66.7%

④施設に入所中何人部屋で生活していたか

回答内容 回答者3名中の割合

③施設に入所中に困ったこと・嫌だったことがあったらどうしていたか(自由記述）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

話せる人に話していた 1 33.3%

⑤－１　何人部屋で生活するのがいいと思うか

回答内容 回答者3名中の割合

1人部屋 100.0%

その他 0.0%

1人部屋 100.0%

その他 0.0%

計 100.0%

計 100.0%

児童養護施設に入所していた期間

10年未満 0

10～15年 2

15年以上 1

計 3
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Ⅲ　施設退所後の生活について

回答数

3

2

1

1

0

0

0

⑥施設での生活をもっとよくするために、こうだったらよかったと感じていたこと（自由記述）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

子どもの意見を尊重してほしかった 1 33.3%

⑤－2　どうしてそう思うか（自由記述）

1人部屋
自分のスペースがあるから１

2人以上いると問題が起こりやすい１

33.3%

施設職員に相談する 1 33.3%

もっと自由がほしかった 1 33.3%

①施設を退所後、困ったことや悩み事がある場合はどうしているか（自由記述）

回答内容 回答数 回答者3名中の割合

②施設退所後に必要と考えるサポート（選択回答・複数可）

選択肢 回答者3名中の割合

生活について相談できるところ 100.0%

仕事について相談できるところ 66.7%

友人や会社の同僚に相談する 1

施設職員等からの精神的なサポート 0.0%

その他 0.0%

対人関係について相談できるところ 33.3%

就職や進学のための経済的な援助 33.3%

住居の確保のためのサポート 0.0%
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経過

施設説明会（児童養護施設、乳児院）

施設入所児童状況調査実施

平成30年12月 児童相談所との打ち合わせ

厚生労働省ヒアリング（検討状況の打ち合わせ）

フォスタリング事業に関する打ち合わせ（乳児院、児童相談所）

代替養育（里親・施設）を必要とする子ども数の見込み試算

施設説明会（児童養護施設、乳児院）

施設における小規模・多機能化等に関する取組照会

第1回富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委員会

厚生労働省とのフォスタリング機関に関する意見交換（乳児院、児童相談所）

令和元年11月 第2回富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委員会

当事者である子どもへの調査実施

パブリック・コメント実施（R1.12.６～R2.1.9）

代替養育（里親・施設）を必要とする子ども数の見込み試算

施設との意見交換会

里親会との意見交換会

第３回富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委員会

令和２年３月 策定

令和元年12月

令和２年１月

社会的養育推進計画の策定経過

平成30年11月

平成31年２月

令和元年５月

令和元年８月
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  富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委員会 委員名簿

氏　名

委　員

富山県中学校長会　会長 阿尾　行将

富山県児童クラブ連合会 朝日　重剛

富山県市町村保健師研究連絡協議会　会長 安念　恵子

富山県小学校長会　会長 飯野　義明

富山県社会福祉協議会　副会長 尾崎　憲子

富山県ＰＴＡ連合会　副会長 勝田　　民

富山県経営者協会　会長 金岡　克己

富山県里親会　会長 釜土　美紀

青少年育成富山県民会議　会長 神川　康子

金沢星稜大学　人間科学部　教授 川並　利治

富山県弁護士会　会長 菊　　賢一

富山県人権擁護委員連合会　会長 北岡　　勝

富山県保育連絡協議会　会長 小島　伸也

富山県民生委員児童委員協議会　副会長 田村　豊嗣

株式会社ママスキー　代表取締役 土肥　恵里奈

富山県私立幼稚園・認定こども園協会　会長 畠山　　遵

富山県児童養護施設連絡協議会　会長 銘形　髙雄

富山短期大学　学長 宮田　伸朗

富山県医師会　副会長 村上　美也子

富山県母親クラブ連合会 和田　麗子

富山市子ども家庭部　部長 中村　正美

高岡市福祉保健部　部長 鶴谷　俊幸

魚津市民生部　部長 矢田　厚子

砺波市教育委員会事務局　事務局長 畑　　　進

特別委員

淑徳大学　総合福祉学部　教授 柏女　霊峰

日本社会事業大学　専門職大学院　教授 宮島　　清

富山経済同友会　代表幹事 麦野　英順

職　名　等
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富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委員会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 児童虐待相談対応件数の増加などを背景に、平成28年に児童福祉法が改正され、

児童虐待防止対策について、発生予防から発生時の対応、自立支援まで一連の対策の

更なる強化を図ることとされたほか、平成29年に国の有識者検討会により「新しい社

会的養育ビジョン」が策定され、県においても家庭への養育支援から代替養育までの

社会的養育の充実を図るため社会的養育推進計画の策定が求められていることから、

これらについて検討するため、富山県児童虐待防止対策・社会的養育推進計画検討委

員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達するため、次の各号に掲げる事項について協議する。 

（１）児童虐待防止対策にかかる以下に掲げる事項に関すること。 

ア 児童相談所の体制の強化 

イ 市町村の相談体制強化に対する支援や市町村との連携の強化 

ウ 関係機関等との連携強化 

（２）社会的養育推進計画の策定に関すること 

 

（組織） 

第３条 委員会は、委員２５名以内で組織する。 

２ 委員は、学識を有する者及び関係機関の代表者等のうちから知事が委嘱する。 

３ 専門的な見地からの助言を得るため、委員会に特別委員を若干名置くことができる。 

４ 特別委員は、知事が委嘱する。 

５ 委員及び特別委員の任期は、令和２年３月３１日までとする。 

６ 必要があると認めるときは、委員会に部会を置くことができる。 

 

（会議） 

第４条 委員会に座長及び副座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 副座長は、委員の中から座長が指名する。 

４ 委員会は座長が召集し、座長は議事を進行する。 

５ 座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、副座長がその職を代理する。 

６ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

７ 座長は、必要があると認めるときは、委員会に委員及び特別委員以外の者の出席を

求め、情報の提供、意見の開陳その他の必要な協力を求めることができる。 

 （事務局） 

第４条 委員会の事務局は、富山県厚生部子ども支援課に置く。 

 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、知事が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和元年８月29日から施行する。 
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